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　　　　　　　７　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　●
　従来ワムシ炉乾燥に対して強い抵抗性を示すこと加報告されているが（６），梅沢C'49,
-52)
はワムシの耐乾性の問題を明らかにする目的で札幌産Philodina
roseolaを用いて乾燥実験を行つ･
すこところ，これらのワムシは著゛しく短時間で乾燥死をぴきおこしすこ。(2.
3)。その後，高知産の
同種のワムシについて同様刀実験を試みずこところ，札幌産ワムシの結果と異る事実加得られ7二ので･
ここに両者を比較し報告するｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法　　　　　　　，。
　札幌産Ｆzμｏぷna roseolごz･は194β竿朝比奈,1947年梅沢炉北海道大学構内の池から採集し飼育し仁
ものであり(1, 4).高知産Philodina
roseolaは1952年梅沢炉高知大呼渦内の水溜りから採集し
引続いで飼育中のものである。高知産ワムシの飼育方法は大体に於て札幌産ワムシの飼育と同様で
あるｏ　即ち，水道水を充すこしすこ時計皿にワムシを分離し，餌は緑藻クロレラＣ/z!ｏ?la
ellφ如＆ａ･
をあずこえた。｡そして水の蒸発を防ぐ北めに時計皿をガラスの容器に入れガラスの藍をして室温にさ
らし7こｏ時計皿の水炉蒸発して減じf二時は水道水（札幌産ワムシの場合は蒸溜水である）を加えで
おぎない，又水が汚れfこ時には換水を行っfこ。
・実部こは大いさ一定の個体をえらび，清潔なスタイトグラスに一匹すっとり･，個体周囲の微量のヽ
水を残しでその他の水をスポイトで吸取り，出来る限り恒温恒濃状態に保っすこ室内乾燥条件の下に
･
さらして乾燥を行った。所定の時間乾燥し仁後，水に戻し凡そ24時間以内に渾動をはじめすこ個体及。
び内部器官に活動の現れに個体を蘇生しすこものと判定しす二。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　実　昧　結　果　　　　　　　　　　　　　　　　　　
へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　第１表は1947年７～８肘L幌金ワムシについて北海道大判こ於て行っ7二結果を示し，この時の粂
件は実験温度25～27°Ｃ.，比較漁度70～74％であっす二〇高知産ワムシについて実験温度25～27°Ｃ.，
　　　　尚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ :･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　’　　　　　　　　　　●f　　　゛
　　　　　　The
effect of desiccation on the
Rotifeｒ Ｐｈｉｌｏｄｉｎａｒｏｓｅｏｌａcollected
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　-二　　丿八九/χ
from Sapporo (temperature 25―27°C, relative humidity 70－40 ﾀ6）
iruin Ocll-'lJWl.V ＼.1.V- txi.^
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比較湯度68～70％の条件下･!?得られ7こ結果を示じたのが第２表である。札幌産ワムシの乾燥致死限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　２
　　　　　　The effect of desiccation on the Rotifer, I:Viilodi‘灯‘と2roseola collected
from K6chi (temperature 25―27°C., relative humidity 68-70 %)
-
Time of　desiccation No. of individuals
No. of individuals
recovered from No. of individuals
died in desiccation
??????? ?????
minutes
hours
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15?????? ???
?????????????
????????????????
界時間は著しく短かく，わすかに数十秒で死んでいる。之にくらべ高知産ワムシの乾燥死をひきお
こす時間は長く，乾燥時間16時間で約半数は蘇生してなり，乾燥37時間でもな副
られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　ミ
　外環境としての温度の役割は重要である。 Ｍ. H. JacobsC'09)による乱同一個休群についで
温度の影響をしらべすこ乾燥実験に於て高温（40°Ｃ.）が低温（20°Ｃ.）にくらべて蘇生率が高い。即
ち，高温が蘇生に有効に働いている（５）。従来，耐乾性を睨明するにあがり乾燥速度がとりあげ
られ，速度の速い場合に死亡率の高いことは，速い乾燥速度の,機械的効果であり(Jacolss),又梅
二沢は乾燥死の原因としてこのJacobsの脆を支持するとともに，他の重要な原因は速度と無闘係に
一定量の水加失われることであろうと報告した。之等の考えから上述の温度の影響を考えるならぼ
高湿の場合が低温の場合にくらべて有害作用が強いと思われる。　　　　　　
甲"　　　　　　　　　・
　さて，本実験の結果，高知産のワムシは札幌産のワムシにべらべよ･り耐乾性加高い。之等は何れ
も同季節（夏季）をえらび，同温度の下で比較寒験しﾀﾞこものでめるが，一年を通じより高垣に適庖
していると思われる高知産ツムシカモ，より低温に適憲していると考えられる札幌産ワムシに比して
洲乾性の強いことは，前述,した高温乾燥加蘇生に対し,て有効に励くj=･い｡うJacGりｓの結果と考えあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　●11　　　●わせ，自然状態の温度に対する迪恋に闘して｡些だ興味あることである。実際自然状態に於て日光の
直射の下で乾燥にさらされるワムシはかなりの･高温に抵抗し七いぶと恵石れる。=然･しJacobsが”乾
瀕t濯度を速くする高温が何故に蘇生に有効であるか説明炉むすかじい”と述べているように，何故。
に高知産のワムシが札幌産のワムシにくらべてより強い耐乾性があるのか，この実験からはわから
ない。
　御校閲を賜つ7二北海道大学青木廉教授さびに材料を供せられ7こ同大学朝比奈英三助教授に深謝の
意を表する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要
ユ．高知産ワムシＰｈｉｌｏｄｉｎａｒｏｓｅｏｌａの耐乾性の強さを湿度25～27°Ｃ.、比較湯度68～70ぢの乾燥条
　件の下でしらべ、麗幌産の同種につい､て得られて剔る､結果と比較し･だ．　
‥ブ　．、
ワム,シの耐乾性に見られる地域差　，（梅沢）｀
３
:２.札幌産ワムシの乾燥致死限界時間は凡そ90秒であり，高知産ワムシは乾燥時間37時間でもなお
　蘇生する個体炉いる。
-3.一年を通じより高温に適恚している2ﾖ思われる高知産ワムシはより低温に迪吉していると考え
　られる札幌産ワムシに比して耐乾性が怪い。
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　　　　　　　　　　　RESUME
The　Local Difference　ｏｆ工)esiccation　Eesistance
　　　　｀of the　Rotifer, Philodina　roseolα
　　　　　　　by Shun-ichi UMEZAWA
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　　Desiccation resistance of　the ･rotifer, Philodina roseola, inhabiting　in　K6chi, was-
･■studied under ａ definite drying condition (temperature 25―27°C, relative humidity
-68―70が).Ａ single rotifer on ａ slide glass was subjected to desiccation for various
periods and its strength of　desiccation ・resistance was　indicated　by the　length‘ of
time to kill the rotifer.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　Comparing with the results which　have been obtained on the same species in
.Sapporo under the same ･drying conditions in 1947, the rでotiferin K6chi is more
resistant to desiccation. and even. after　having been　kept dry　for about 37　hours.
･several　individuals　could ･servive　without　injury.　０ｎ　the　contrary no rotifer　in
Sapporo were alive after drying for about ９０seconds. It seems apparent. from this
-fact, that rotifer adapted to warm･ climate ｉＳ･more resistant to desiccaとion than those
to cold climate｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received October 30， 1952)

